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1998年1月、国際交流基金事業外国人学識者 招請 プログラムで来学 された、梨花
女子大学 の魚秀永教授の いわゆるホス ト役を努 め させて頂 きそ して二つの貴重 な講
演 をわた しは聴 かせて頂 いた。
二年前 の1996年3.月、魚先生 の ご希望で、梨花 女子大学 の大学院 のみな さん に
「天皇 制国家 の形成 と民衆」 とい うまさにわが国の戦前 にお ける 「皇民化 」の思想
史的過程 を率直 にお話 し申 しあげ、わた しなりの研究者 と しての 「謝罪」の旅 を し
て きたのだ った◇
その折 の、魚先生 の穏やかなお人柄 と美味 しい朝鮮料理 のお もて な しは、わた し
にとって忘れがた く心温 まる思 い出と して強 く刻 まれて いったのであ った。 それを
ご縁 と して、今回本学で再会 する ことができた ことを、わた しは心か らうれ しく思
ったのであった。
ところで、 その魚秀永先生 のプ ロフィールを若干紹介 してお くことと しよ う。
魚秀永先生 は、1939年、 ソウルでお生 まれにな り、延世大学 を卒業 され、アメ リ
カの ミシガ ン大学 の大学院で学ばれ、1978年Ph.Dを取得 された。専攻 は比較政 治
学。現在、梨花女子大学教授 で、国際教育セ ンター所長 を努 め られ、韓 国の現代 日
本学会 の会長の職 にもあ る。
主著 と して、r現 代 日本政治論』(1986年刊)、 『韓 国の政 治文化 』(1987年
刊)、r韓 国政治 と民主主義』(1991年刊)な どがあ り、その多彩 な出版活動が認
め られ、1986年に韓 国出版協会 か ら 「TodaysBookAward」の賞 を受賞 している。
さて、魚先生 は今回 、二回 にわた って講演 された。第1回 は 「価値変化 と民主化 」
(1月13日)、第2回 は 「韓国政治文化にお ける変化 と持続性 に関 す る研究」(14
日)と いうテーマであ り、 ひとことでわた しな りにいいか えれば、 「韓国 にお ける
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政治意識 の変容 」につ いて、 とりわけ韓 国におけるここ十数年 におけ る 「民主化」
が どのよ うに展開 してい ったかについての 「政治意識 」の変容 につ いての実験的 な
研究成果の報告 であ り、分析であ った。
その ことを 「価値変化 と民主化」のなかで は、12項目の測定 の指標を設 け、社会
の変化 にと もなって政治意識 も変化 してい ったことを明 らか にしてい った。 すなわ
ち、農業社会か ら工業社会への変容 にともな って、言葉 をかえれば物質的豊 かさの
達成 の度合 いによって、政治意識 とりわ け民主化が進展 していった ことを明示 して
い った。 この ことは世界共通の人類史的真理 ともいえ る。またわが国の ことをふ り
かえ ってみて も、1960年代以降の高度経済成長が もた らした、物の豊か さが日本 国
民 の精神を解 き放 ってい ったよ うに。 と同時 にその急激 な発 展が、また今 日にみ ら
れ るような、物質主義の弊害 が、 さまざまな病理を生 み、 その反省 としての心の時
代 を渇望 するという今 日を迎 えているのであ る。 その意味 でいえば韓 国社会 も、 や
やお くれてわが国 と同様 な道 を歩 いているとい うことができよ う。
結論 と して魚先生 がいわれた、物質主義的価値 か ら脱物質主義的価 値への社会 と
意識 の変化 の もっと も象徴的 な現象 として指摘 された、政 治的批判精神 と政治参 加
の増大 を、つい最近の金大 中大統領 の 「出現 」のなかにありあ りと見 ることによっ
て、歴史的実態 と実感 と して受 けとめたのであった。
いまひ とつの 「韓国政 治文化 における変化 と持続性 に関す る研究 」においては、
とくに 「政治文化」、わた しな りにいいかえれば、政治 に関 する考 え方全般 にわた
る意識 とい うことになるか と思 われるが、 ともあれ、 この 「政治文化 」が、10年の
間隔 をおいて定点観測 を した フィール ドワークを通 して、 「変化」 した ものといま
だ 「持続 」 しているもの とを明 らかに して くれた研究報告 は見事で あった。
この調査報告 か らの分析 と立 論は、1984年におけ る調査 と10年後 の1995年にお け
るそれとの比較研究 によ って明示 された ものであ る。
7項目の指標 をあげ、それを 「地 域 ・世代 ・学歴 」別 に比較 し、そ こか ら変化 と
落差を指摘 した ものであ る。
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まず第1に あげ られた韓 国の政 治風土 に根強 く貫 か れて いた いわ ゆる 「権 威主
義」 が大 き くくずれて いった ことを、 「黙従性」 とい う指標 のなかで指摘 してい っ
た。10年前(1984年調)に は、54.1%の人が"目 上 の人や高 い地位 にいる人 には服
従 すべ きであ る"と い う項 目に対 して賛成 していたのが、10年後 の1995年の調査 で
は40.2%を示 した とい う。 この ことを魚先生は 「非黙従的 な態度 である回答者 が60
%増 加 している。」 と述べたのだ った。
いまひ とつ民主化 に とって重要 な指標である 「自分 の見解 と異な る見解 を持 つ人
の主 張を尊敬 する態度」す なわ ち 「寛容性」 の精神が どの くらい成熟 してい ったか
につ いての結果 について、30代か ら50代の世代 にお いて大 きく変化 し、寛容性 の広
が りを示 してい ったと指摘 した。 しか し60代以上 にお いてはむ しろ逆 の方 向を示 し
ていった とい う◇
ところで、変化 を しない 「持続性」 を示 している指標 と して、韓国固有 など魚先
生 も指摘 していた 「擬人主義」があげ られていた。つ まり、政治的人 間関係におけ
る 「私的次元 と制度 とい う公的次元」の区別 ができない意識 の根強 い存在 について
である。 この ことは10年後 の調査 において も不変 であった とい う。
最後 に、わた しにとって興味深 く思 われたのは、 「形式主義 」とい う調査指標 で
あ り、儒教思 想の伝統の強 い韓国 ならではの ことと改 めて教 え られた思 いが したの
であ った。つ まり、儒教思想 か ら発想 される対面主義 ・外 面主義 の精神であ る。戦
前 のわが国 におけ る文部省教育 の ことを思 い出すほどであった。 その ことが、20代
30代には少 な くな りっつあ ると指摘 されたことのなかに、韓 国の民主 化の内面 的な
明 るい兆 しを読 み とったほ どであ った。
魚先生 の二 回の講演をは さんで、 その通訳を して くれたわた しの研究室の朴君
(後期課程在学)ら と一緒 に、あ るときは大衆料理 の店で うな ぎの柳川 などで一杯
や り、また違 う日に 日本料理 の象徴 と もいえ る手打 ちそばや天 ぷ らで懇親を深め る
ことがで きた ことは、わた しに とって も心なごむ一期一会であ った。 その ことは、
魚先生 も同様であ ったよ うだ。帰 国後、わた しの手 もとに届 け られた丁寧 なお礼状
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のなか に、 くり返 し述 べ られ てい た言葉 の なか に、 その ことを知 らされ たのだ っ
た◇
来春、 また集 中講義 に招 かれて 「日本 の戦後思想史」 をお返 しに魚先生の大学 で
講義 できるのをいまか ら楽 しみに してい る。
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